
















































































理論                
 
      分析ポイント 
   図 1  2 つの分析の視点 
したがって，大きく分けて 2 つの分析があ























構想・設計には Brousseau (1997) による







の 2 点を伴う授業，つまり TDS の視点から
学習が生じる授業が備える要件を明確にする． 







































































































































































































(e)                  (f) 
  図 4 1 時間目で用いた問題 
＜2 時間目＞ 
2 時間目はカードを使ったゲーム形式の授
業である．ゲームは，ある三角形の 3 つの辺 
と 3 つの角の値がそれぞれ 1 枚のカードに記
載された図 5 のような合計 6 枚のカードを用 
いて行われる．用意したカードの種類は 4 パ
ターンあり，鋭角三角形が 2 つと，鈍角三角
形が 2 つである．生徒は 1 時間目と同じペア 












図 5 2 


























ムから 60 点を受け取る 
・2 回目で合同な三角形がかけたら相手チー














































































































◇6 枚のカードを用いた  





























◇鋭角三角形 1 回，鈍角三角形 1 回のゲーム  
このことは TDS の「③FB」と数学的理由
から導かれたものであった．仮に手札のカー























◇1 時間目と同じ問題を使用した  








                                               
3 ただし，△ABC において∠B，BC，AC が
分かったとする．このとき，AC≧BC ならば△
























◇なぜ 2 人ペアで取り組ませるのか  




















◇なぜ図 4-(b)は黒板で説明するのか  






































◇なぜゲームを 1 回でなく 2 回おこなうのか  


























◇なぜ三角形の決定条件を 6 つの候補から 3
つへ絞り込むのか  
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